
スーパーグローバル大学創成支援（タイプＢ）長岡技術科学大学 取組概要

【構想の名称】

グローバル社会を牽引する実践的技術者育成プログラム ～ グローバル産学官融合キャンパス構築 ～

【SGUの取組を通じて目指す大学の将来像】
次世代の戦略的地域との強固なネットワークを持ち、世界を牽引する実践的グローバル技術者教育を先導し続ける大学

【構想の概要】

本構想は、日本経済のグローバル化将来像を見据え、10年後における本学の姿として、「次世代の戦略的地域との強固なネットワーク
を持ち、世界を牽引する実践的グローバル技術者教育を先導し続ける大学」を想定し、柱となる次の事業を通じてその実現を図るもので
す。

１．高専―技大（技学）教育モデルを海外拠点校に展開して「GIGAKU教育ネットワーク」を構築します。

２．産学連携モデルを日本企業の戦略的海外拠点に展開して「GIGAKUテクノパークネットワーク」を構築します。

３．グローバル社会のニーズに応える技術分野で世界トップレベルの研究を推進します。

ここでキーワードとなるGIGAKU＝技学＝技術科学は本学建学時からの基本理念ですが、本学がグローバルな活動を展開する中で、
海外のパートナーから改めて注目を浴びるようになりました。本構想は、こうしてグローバルな注目を浴びつつある技学教育モデルを、特
に日本にとって戦略的な地域の拠点大学において実現することを目指すものです。こうして構築されるグローバルな教育環境は、同時に、
これからの時代を担う日本人学生が新たなグローバル化の時代に活躍できる創造的技術者として育つ上でも必須のものであり、本構想
の最終目的もまたこの点にあります。

１．構想の概要
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【１０年間の計画概要】

○ 実践的グローバル技術者を育成するプログラムを整備・拡充します。
実践的技術者育成のための技学教育研究プログラムの海外展開として、学部から博士まで様々な連携プログラムを海外
拠点校・企業等と整備・拡充を進めています。

○ 海外拠点校への技学教育普及を支援します。
世界の戦略的地域に立地する大学と連携し、技学に基づく教育の普及するため、カリキュラム作成、教育方法の指導等を
支援するとともに、将来的には、本学の分校を海外に設置することを目指します。

○ GIGAKUテクノパークによる産学官融合キャンパスを展開します。
グローバルに展開したGIGAKUテクノパークにより、産学官連携プロジェクトと技学実践教育をリンクさせた各戦略地域での
産学官融合キャンパスの構築を目指します。特に、国際共同研究を展開し研究シーズの具現化による製品開発への応用
と社会人技術者の育成や本学学生・高専生・高専生・中小企業技術者・教職員の相互派遣交流を促進します。

○ 産学の国際共同研究プロジェクトによる技術の産業化を進めます。
本学の産学共同研究の展開力を利用し、国内外企業ニーズ、技術的イノベーションの調査を進め、企業とのグローバル共
同研究を通した産業のイノベーションの実現を目指します。この実践的グローバル応用研究に企業技術者が参加すること
で、グローバル技術者育成の新たなシステムの構築と運用を行います。

○ 学生・教員の双方向交流を促進します。
本学の学生・教員は国内・海外拠点の産学官融合キャンパスを活用し、海外進出日系企業やグローバル企業とイノベー
ションを体験します。特に、学生には１５歳から修士（又は博士）までの長期的な教育の中で、実践的教育手法を取り入れ、
確かな専門基礎力と問題解決の高度な実践力を持つエンジニアを育成するための教育を実施します。

【特徴的な取組（国際化、ガバナンス改革、教育改革等）】

○ 修士修了時までに40％の学生が海外でイノベーションを体験

これまで本学が開拓してきた海外実務訓練先やGIGAKUテクノパークを活用し、高専、学部（実務訓練）、大学院（研究

交流）の各段階で海外でのイノベーション体験を可能にします。

○ 高専モデルの移転、ツイニング・プログラム等により留学生比率を25％に

世界が注目する高専方式教育モデルの海外移転を支援し多様な出身の留学生確保を目指します。

以上の取り組みの実施により、GIGAKUテクノパークネットワークを通じて本学学生及びGIGAKU教育ネットワークの学生
には新たな学びの機会が提供され、海外クロス（双方向）実務訓練が実現します。

本学は、平成６年度に社会人留学生特別コースを創設して日系企業等で働く社会人技術者の修士課程への受け入れも開
始しました。このプログラムは社会人技術者を対象として英語で全ての講義と研究指導を行う工学教育コースとして今もって
全国唯一のプログラムです。また、本学は平成2年度以降、延べ20か国に600人の学生を6か月間という長期にわたり実務
訓練生として派遣してきたという実績があるなど、常にグローバル化将来像を見据えて様々なプログラムを実施してきました。

本構想は、こうした本学の一貫した理念と教育プログラム上の財産を、グローバル化の新しいステージに即応して新たな要
素を加えて展開するものです。



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ ５年一貫制博士課程「技術科学イノベーション専攻」を設置しました。

本専攻の講義は全て英語で行われ、海外への半年以上の留学制度や海外の大学での博士号を同時に取得するダブ
ルディグリー制度を利用することにより、世界に通用する人材を育成します。平成２７年度には第一期生が９名入学し、
日本及び世界の産業を牽引する優れたリーダーを目指します。

ガバナンス改革関連

○ 「グローバル産学官融合キャンパス」の実現に向けた学内の体制づくりを行いました。

９つの「系」で構成されていた教員組織を再編し、平成２７年４月から２つの教員組織「研究院」に再編しました。この再
編成により、異分野融合による研究を活性化します。また、技学教育の海外展開等に向けて、国際技学教育推進部会、
国際教育研究ネットワーク部会、国際テクパークネットワーク部会、国際地域連携推進部会、学内国際化推進部会を
立ち上げ、基盤となる人員や設備等の体制を整備しました。

○ 本学の教育力向上のため、優秀で多方面の教員を獲得を目的とした多様な雇用を実施しました。
【年俸制】
国際的に優れた研究者の積極的な雇用を図るため、８名の年俸制教員を採用しました。
【クロスアポイントメント制】

産業界等の実践的人材の確保のために、クロスアポイントメント制を活用し、平成２７年３月に２名の教員を採用しまし
た。

○ 海外への情報提供や留学生が勉強・研究に取り組みやすい環境の整備を進めています。

本学の英語版のホームページをリニューアルし、日本語版ホームページとほぼ同様の情報を提供できるようコンテンツ
を充実させて発信しています。
また、学生食堂のメニューを英語併記することで、留学生や外国人教員等が
注文しやすくなりました。ハラール食・ベジタリアン食を新たに提供開始し、
多様な文化、宗教の学生も過ごしやすい環境となりました。

教育改革関連

○ 留学生支援のため、授業履修関係資料を英語化しました。
日本語の理解が難しい留学生にも等しく授業履修関係情報を提供するため、平成26年度版及び平成27年度版のシラ

バスの英語化を行いました。また、履修案内及び授業時間割を英語版ホームページに掲載するなど教育システムをバ
イリンガル化し、留学生支援を推進しています。

〈モンゴルテクノパーク開所式〉

○ 学生の英語力強化のための教材ソフトを導入しました。

本学の学生の英語力強化のための教材ソフトを導入しました。今後は、これまで以上に海外実務訓練及び海外イン
ターンシップを積極的に推進するための学生の英語能力強化を図り、実践的グローバル人材を育成します。（平成２６
年度は５８名の学生が海外実務訓練に参加）

○ 各教育システムの整備を進めています。
科目ナンバリングのルール確認や、授業内容・方法の改善及び単位の
実質化を検証するため、授業アンケートシステムを導入することとし環境
整備を行いました。
また、カリキュラムの体系化や単位の国際的互換性を確保した国際的な
高専−技術科学大学連携による教務システムを構築するため、モデルコア
カリキュラムの英文化を進め、海外に設置された高専との技学教育の連
続性を保証する準備を行いました。

○ 事務職員もグローバル化するための取り組みを実施しています。

事務職員を対象に英語力養成研修を実施しました。事務職員の語学力向上は、留学生対応や学術交流協定校等との
事務に必須であり、今後も実際の業務を念頭に置いた実践的な研修を実施します。

〈 メキシコにおける海外実務訓練 〉

２．取組内容の進捗状況（平成２６年度）



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ GIGAKUテクノパークオフィスを３拠点に開所しました。
海外拠点（GIGAKUテクノパーク）として、グアナフアトテクノパーク内、モンゴル科学技術大学内、ハノイ工科大学内にオフイス

を開設し、それぞれ開所セレモニーに現地関係者を招聘し，連携強化を図るとともに、コーディネータを雇用し産学連携活動を
開始し、本学との連携強化体制を構築する基盤とすることができました。

○ GIGAKUテクノパークアライアンス会議を開催しました。
「第1回GIGAKUテクノパークアライアンス会議（3月23・24日：長岡市内）」を開催し６カ国、21人の実務担当者を招聘しテクノ
パークに関する勉強会及び意見交換会を行いました。企業関係者等も参加した総勢45名の盛会となり、今後の「GIGAKUテク
ノパークネットワーク」の構築に向けて活発な議論を交わしました。

■ 自由記述欄

○ 学内外への情報発信の拠点となる技学グローバルネットワーク推進室を整備しました。
スーパーグローバル事業を中心に学内外への情報発信の拠点となる技学グローバル
ネットワーク推進室を整備しました。成果の発信や海外拠点大学の方との打合せ等に
活用し、本学のグローバル化を推進します。

○ 海外拠点に多地点接続可能なテレビ会議システム（スーパーGI-net）を設置しました。

グアナフアト大学（３キャンパス）、モンテレイ大学、ハノイ工科大学、モンゴル科学技術大学に、多地点と接続し講義、会議等
が可能となるビデオ会議システムであるスーパーGI-netを設置しました。
H27年5月には、グアナフアト大学、ハノイ工科大学、モンゴル科学技術大学、本学の４拠点を接続した第一回スーパーGI-net 
会議を開催しました。この会議ではモンゴル産業省の方よりモンゴルの産業事情を説明頂き、各拠点間で情報をシェアすること
が出来ました。

〈 スーパーGI-net を活用したテレビ会議〉

〈 第１回アライアンス会議 〉

○ 日本人学生の海外派遣、留学生の受け入れを推進するため拠点国との協議を
続けています。
平成２６年度はタイ及びインドネシアでの新たな実務訓練生受け入れ企業の開拓や、
マレーシア及びタイの大学とのダブルディグリー・プログラム関係協議を積極的に行う
など、日本人学生の海外派遣、留学生受け入れを推進するための基盤を整備して
います。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ 国内外の拠点間交流により教員の多様性・流動性を促進しています。
GIGAKU教育研究ネットワークを通じ、本学の社会人留学生特別コース等へ先方
若手教員の受け入れを積極的に推進しており、平成25年度末で約150名だった
本学で学位を取得した協定校等教員が１８０名へ増加しました。

○ 現地中小企業を巻き込んだ国際共同研究を支援・展開しています。
メキシコでは産学連携共同研究の申し込みを現地企業２社より受け、具体的な検討を
開始しています。

〈 社会人留学生特別コースの現場見学〉○ GIGAKU教育を各拠点国に展開するための調査・調整を実施しています。
【モンゴル】

モンゴル科学技術大学とのツイニング・プログラムの開始に向け、モンゴル科学技術大学のカリキュラムを改善するための調
整を進めています。担当教員を現地に派遣し、カリキュラムの調整状況、講義の実施状況、実験設備の整備状況等の調査を
行うとともに、先方教員を招へいし研究室等の見学、意見交換により、モンゴルでの教育、設備の充実に役立つ情報を提供す
るなど連携強化を行っています。
【ベトナム】
ハノイ工科大学内に設立されたVJIIST（ベトナム日本国際技学院）のカリキュラムを本学の技学教育と同等のものとすべく、
教員の派遣及び受入れを行い、カリキュラム調整等を行いました。
【スリランカ】
スリランカのRanil Wickremesinghe首相に直接面会し、スリランカにおける技学教育の普及や技学に基づく実践的技術者
育成のための新大学設置構想について賛同を頂きました。



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 留学生や外国人教員、海外大学等機関からの来学者の対応のため、
環境を整えています。

講義棟、研究棟、事務局棟の案内表示板（サイン）の一部を日英併記
にしました。

また、留学生対応や海外大学等機関の教職員との事務連絡等のため、
事務職員１４名に対し、週２回の英語研修を実施、４名に対し海外SD研

修を実施しました。各研修の成果として以下の職員が外国語基準を満た
しています。
＜外国語基準を満たす事務職員等数（平成２８年３月末日現在）＞
専任職員 ２１名、非常勤職員 ８名

ガバナンス改革関連

○ 教員の国際公募やサバティカル研修制度の充実により教員の国際化を推進しています。

本学英文ホームページを活用し、教員の国際公募を行った結果、物質材料工学専攻に１名外国人教員を採用しまし
た。また、サバティカル研修制度を充実させ、若手女性教員１名をドイツに約１年派遣しています。サバティカル研修経
験者による報告会には毎回多数の教職員が参加しています。

以上のように、優秀な外国人教員を獲得するために公募方法の改善を行い、日本人若手教員を積極的に海外に派
遣するなど、教員の国際化も推進しています。

○ ＩＲ機能を強化するため、ＩＲ推進室を設置しました。

本学の執行部交代に伴い、ＩＲ、評価、広報担当の副学長及びＩＲ、評価担当の学長補佐を配置しました。平成２８年
４月にＩＲ推進室を設置、専任の職員を３名配置するとともに、各専攻や各課からＩＲ担当の職員を兼務させ、ＩＲ機能の
強化を図っています。
これにより、学内外の様々な情報を収集・解析し、更なるグローバル戦略や教育の充実などに活用します。

教育改革関連

○ 平成２８年度から科目ナンバリングを導入します。

学生が科目の水準や専門性に応じて適切な授業科目を選択し、受講する手助けとなり、将来的には、他大学・高専と
の授業レベルの比較やカリキュラムの対照作業等にも役立たせることができます。

○ 国際連携アソシエイトを設置し、留学生の短期受入れプログラムの
創設などを推進しています。
国際連携アソシエイトは、外国人留学生増加のため、留学生受入

プログラムの検討、学術交流協定の締結サポート等を行いました。
海外大学の学生のための短期留学プログラム

Nagaoka Summer School for Young Engineers（NASSYE）を
企画し、平成２８年夏期には２０名の受け入れを予定しています。

３．取組内容の進捗状況（平成２７年度）

〈 本学の講義棟では日英併記で学生にアナウンスされています 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ 海外実務訓練と海外クロス実務訓練制度の拡充を行っています。
海外実務訓練先企業等の訪問のため、英語版「実務訓練の手引き」を作成し、

新たな受入企業等の開拓を進めています。
また、平成２７年度から、スペイン・バスクに海外実務訓練生を派遣し、バスクに

あるモンドラゴン大学からも留学生の受け入れを開始しました。いずれの学生も
派遣国で企業研修を行うなど海外クロス実務訓練についても様々な国へ拡充し
ています。
平成２７年度は、インド、マレーシア、スペインの大学と海外クロス実務訓練を

実施しています。
〈 英語版実務訓練の手引き 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ GIGAKUテクノパークオフィスを新たに２か所開設しました。

海外拠点（ＧＩＧＡＫＵテクノパーク）として、新たにタイ・バンコク市内のチュラロンコン大学、マレーシア・ペナン島のマ
レーシア科学大学とそれぞれ共同のオフィスを開設しました。各オフィスにはコーディネーターが常駐し、日系企業との
連携を推進します。モンゴル、ベトナム、メキシコに続き４、５か所目となります。

○ テレビ会議システムを活用した教育・研究の支援を行っています。
各海外拠点に導入したテレビ会議システム（スーパーGI-net ）を本学及び拠点校の
教育・研究の推進に活用しています。
【日本・メキシコ・ベトナム・モンゴル間でスーパーGI-net 会議を開催】
各拠点の教員等やテクノパークオフィスのコーディネーターが各国の産学連携、

国際連携教育の実態、状況等について意見交換し、解決すべき課題を共有しました。
このほか、テクノパークオフィスのコーディネーターは定期的にスーパーGI-net を

利用した情報交換を行っています。
【モンゴルオフィスと本学研究室間のゼミを開始】
毎週１回、本学環境社会基盤工学専攻の研究室とモンゴル科学技術大学の研究

室でスーパーGI-net を利用したゼミを行っています。
【メキシコに派遣した実務訓練生の報告会を開催】
メキシコ・グアナフアト大学に設置したスーパーGI-net により海外実務訓練中の本

学学生の報告会を実施しました。メキシコ以外の各拠点でもスーパーGI-net を実務
訓練生の危機管理に活用できるよう調整を進めています。

■ 自由記述欄

○ 第４回国際GIGAKUカンファレンス in 長岡を開催しました。
世界中に『技学（GIGAKU）』の精神を広めることを目的とし、平成２３年度から国際

GIGAKUカンファレンスを毎年開催しています。平成２７年度は第４回目となり、海外
１３カ国から５６名、全体で約５２０名の教職員、研究者、学生等が参加しました。
カンファレンスでは、本学の特色ある「高専-技大教育システム」（技学教育）の説明

や国際的な共同研究に関する事など幅広い分野で意見交換されました。平成２８年
１０月には第５回を開催する予定です。

〈 第4回国際GIGAKUカンファレンス〉

○ GIGAKUテクノパークを活用した中小企業の海外展開支援を継続して行っています。
【ベトナム】
・ハノイ工科大学と共同でワークショップを開催し、大学関係者、企業関係者等１００名以上の参加がありました。
【タイ】
・チュラロンコン大学と共同でシンポジウム（4th Joint Symposium CU-NUT&CU-NUT GIGAKU techno park officeを
開催し、大学関係者、企業関係者等８０名の参加がありました。
【メキシコ】
・グアナフアト大学の研究者が本学テクノパークを介して日系中小企業のケレタロ工場を訪問し、今後の共同
研究で意見交換を行いました。
・グアナフアト州で開催のイノベーションフォーラムへの参加企業を招致しました。
以上のように、GIGAKUテクノパークを活用した中小企業の海外展開支援を引き続き推進していきます。

○ モンゴル科学技術大学とのツイニング・プログラムが開始しました。
モンゴル産業界が必要とする工学系人材を育成するため、モンゴル科学技術大学との

ツイニング・プログラムを開始するにあたり、国内コンソーシアム大学（北見工業大学、名
古屋工業大学、豊橋技術科学大学、京都工芸繊維大学、九州大学及び本学）の幹事校と
して、カリキュラム調整に加え、モンゴル側教職員を招へいした研修を行いました。
平成27年9月には、モンゴル教育文化科学大臣（本学OB）や在モンゴル大使、大学・高

専関係者など多数が出席したモンゴルツイニング・プログラムの開始式典が行われ、第1期
生の前半教育が開始されました。

〈 モンゴルツイニング・プログラム開講式〉

〈 本学とチュラロンコン大学の共同オフィス〉
〈 本学とマレーシア科学大学の共同オフィス〉

〈実務訓練生の報告会〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

ガバナンス改革関連

○ 主要学内規則、事務手続書類の英文化、構内案内板等の英文化・英語併記
化を進めています。
主要学内規則（77本）、事務手続き書類（様式・マニュアル等 53本）、構内案

内表示（64箇所）を英文化・英語併記化により、外国人留学生・外国人研究者が

学内手続き等において、より理解を深めることができるようになるとともに、教職
員にとっても説明業務の効率化につながるよう体制を整えています。

大学の国際化を進めることで、事務手続等の軽減によるサービスの向上及び
受け入れ態勢の整備を推進しています。

教育改革関連

○ 教育システムのバイリンガル化等により学習支援体制を構築しています。
受講科目選択の一助として、科目ナンバリングを全授業科目に導入しました。

またシラバス・履修案内・学生生活ガイドブックの英語化を継続して行っており、入学前の留学生に対し大学生活に関
する情報及び正確なカリキュラム情報を周知しています。

４．取組内容の進捗状況（平成２８年度）

■ 大学独自の成果指標と達成目標

〈 国際共同研究契約書ひな形 〉

○ 自己財源を増加するための取り組みとして、国際技学共同教育研究事業を
創設しました。

国際技学共同教育研究推進室に地方銀行からの出向者を受け入れ、融合キャンパス構築のための財源獲得方策と
して、国際技学共同教育事業を創設しました。平成29年度からは地元自治体からの職員の受け入れも予定しており、
他機関との協力体制をより一層進めています。

○ 国際共同研究制度の整備を行いました。
企業等との国際共同研究を推進するために共同研究制度の整備を行いました。
平成２８年度に共同研究取扱規程に国際共同研究の定義を追記し、国際共同

研究の間接経費率を３０％に設定しました。 また、国際共同研究の契約書ひな
形を作り直し、平成２８年度までに８件の国際共同研究を実施しました。
実施した共同研究はいずれもGIGAKUテクノパークを活用して実施され、中小

企業等の海外展開支援を兼ねたものとなっております。

〈 構内案内表示の英語併記 〉

○ 留学生の受入プログラムの拡充を推進しています。
平成28年度から新たに

Nagaoka Summer School for Young Engineers（NASSYE）を
実施したほか、ツイニング・プログラム（TP）の夏季研修・夏季集中プ
ログラムを実施し、短期留学生留学プログラムとして、63名の留学生

を受け入れました。海外協定校との学生交流を促進し、グローバルに
活躍できる学生を輩出するため、来年度は「在学生とのコラボレーショ
ンワーク」「日本の文化体験」をプログラム内容に加えることを検討す
る等、引き続きプログラムの充実を図っていきます。

○ 学生交流（受入・派遣）の増加に向けた体制強化を行いました。

外国人留学生の受入、日本人学生の派遣増加のための制度設計を一層推進するため、国際連携センターの
スタッフに語学センター長を加え、短期留学生受入プログラム担当責任者としたほか、海外実務訓練の拡充と双
方向実務訓練制度の調査及び実施に向けた準備を進めました。
この結果、大学間協定に基づく受入外国人留学生数割合が平成28年度目標値を大きく上回る6.0%となったほ

か、大学間協定に基づく派遣日本人学生数割合も事業開始時と比較して着実に増加しています。

〈NASSYE受入生の研修風景〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

■ 自由記述欄

〈 第4回国際GIGAKUカンファレンス〉

○ GIGAKUテクノパークを活用した中小企業等の海外展開支援を継続して行っています。
【ベトナム】
・本学－ハノイ工科大学－日系企業－現地法人と国際共同研究を実施し、本学の学生とハノイ工科大学の学生が参加
することで実践的グローバル技術者育成を進めました。
【タイ】
・現地で雇用しているコーディネータからの協力を得て、県内中小企業のODA獲得を目指した申請を支援し、海外進出を
支援しました。
【メキシコ】
・日系企業の技術マーケティング支援として、レオン市で12月に開催されたFISINNCO 2017に県内の企業３社、県外
２社のブース出展を支援しました。
以上のように、GIGAKUテクノパークを活用した中小企業の海外展開支援を引き続き推進していきます。

○GIGAKUテクノパークを活用した産学連携共同事業を推進します。
GIGAKUテクノパークを活用した産学連携共同事業として、平成２８年度に「本学－

協定校－日系企業－現地法人」で国際共同研究を実施しました。本モデルケースで
は、本学の学生と協定校の学生が「日本人学生→現地法人」、「協定校学生→日系
企業」のような形で共同研究へ参加することで、双方の国において実践的な技術者
を育成することが期待されます。
今後も上記のようなモデルケースで産学連携を進め、グローバルな実践的技術者

の育成を推進していきます。

○ 本学の技学教育に関する意見交換会を開催しました。

本学の国際連携教育活動のパートナーでもあり、また、それぞれに特色ある
実践的技術者教育を推進している世界の大学関係者、産業界の関係者の参加
を仰ぎ、本学の技学教育に関する意見交換会を開催いたしました（７ヶ国・１２機
関、参加者２２名）。世界的に求められている実践的技術者教育についてのベス
トプラクティス、成果の評価方法、国際連携強化の方策等について討議し、実践
的な技術者教育の指標となるものを探りました。この会議は、平成３０年度設置
を予定している国際技学教育認証委員会の準備として位置づけており、平成２
９年１０月には第２回を開催する予定です。

○ コーディネーター会議にテレビ会議システムを活用しています
各海外拠点に導入したテレビ会議システム（スーパーGI-net ）を活用し、本学及

び海外拠点（ＧＩＧＡＫＵテクノパーク）との情報交換をおこなっています。各オフィ
スのコーディネーターが、各国の国際共同教育や国際共同研究プロジェクト等
の進捗状況について意見交換を行いながら、様々な角度から各海外拠点の課
題を探り、学生や企業の技術者の教育を推進していきます。

平成２９年１０月には、第２回ＧＩＧＡＫＵテクノパークアライアンスミーティングを
開催する予定で、ＧＩＧＡＫＵテクノパークの更なる発展のために、拠点大学との
連携を強めて参ります。

○ 海外オフィスを新たに設置するための調査を行っています。

技学に基づく教育・研究の海外展開と産学共同教育および研究開発の推進を目的として、戦略的海外拠点に展開した国際
連携教育（GIGAKU教育研究ネットワーク）および国際産学官連携（GIGAKUテクノパークネットワーク）をサポートするため
に、メキシコ・モンゴル・ベトナム・タイ・マレーシアに続くオフィス開設の可能性を探っています。
【インド】インドのインド情報・設計・生産技術大学カーンチプラム校（IIITDM）の学長とIIITDM、本学、産業間の学術研究連
携、教育プログラム展開のためのオフィス設置について賛同を頂きました。

【スペイン】スペインのバスク州にある研究機関に、気候変動バスク・センター、モンドラゴン大学、デウスト大学、バスク州立
大学など、バスク州／スペインの大学およびヨーロッパの窓口となるオフィスの開設を予定しており、平成２９年４月の共同
開設に向けて準備を進めています。

〈本学の技学教育に関する意見交換会〉

〈第9回 Web コーディネーター会議〉

〈 日系企業の現地法人にて〉

○中小企業等の国際市場開拓を支援しております。
海外の各戦略的地域で構築されつつあるGIGAKUテクノパークネットワークを活用して、国際市場開拓を展開中また

は展開を目指す中小企業等の支援を行っております。これまでに海外への進出可否の事前相談やODA申請を支援す
る等といった活動をしております。



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 留学生の短期留学プログラムを拡充しました。
平成28年度から実施しているNagaoka Summer School for Young Engineers（NASSYE)、ベトナム・中国・メキシコ

ツイニング・プログラム夏季研修、さくらサイエンスプラン等の短期留学プログラムの拡充をすることで、85人の外国人
留学生を受け入れました。通年での留学生比率は平成28年度の17.7％から21.1％へ上昇しました。

ガバナンス改革関連

○ 職員の語学力向上を推進しました。

留学生対応や学術交流協定校等との調整に必要となる職員の英語力を向上させるため、英語力養成研修を実施し
ました。平成29年度は新たに５名の職員が本事業で定める語学力基準を達成したことにより、達成者が30名（20.7％）
まで増加し、平成31年度目標値（15.8％）を前倒しで達成しました。

○ 学内の情報を一元化するため総合情報課を設置しました。
事務情報、学術情報を始めとする学内のIR情報を一元化するため事務組織を改編し、総合情報課を設置しました。

学内の情報を一元化する体制に整備することで、ガバナンス強化を推進します。

○ 第６回国際技学カンファレンス（IGCN2017）を開催しました。
世界中に「技学」の精神を広めることを目的とし、平成23年度から開催し

ている国際技学カンファレンス（IGCN)の第６回目を平成29年10月５日（
木）、６日（金）の２日間にわたり本学で開催しました。
本年度は「The Future of GIGAKU Education」のテーマの下、国内外

の大学、高専、企業等から総勢210名（15カ国）の方が参加しました。
「GIGAKU Education」、「GIGAKU Research and Development」のテ
ーマで活発な討論が行われました。

教育改革関連

○ 修士の海外リサーチ・インターンシップ制度を創設しました。

将来、グローバルに活躍できるイノベーティブな人材の育成を目指すために修士課程において、３カ月（以上）の期間、
海外の大学・研究機関・企業（研究所）等で修士学生の研究テーマに関連した修士海外研究開発実践制度（リサーチ・
インターンシップ）を創設しました。平成30年度から同制度を活用し、修士学生の派遣拡大を目指します。

〈 技学カンファレンス：ポスターセッション 〉

○ 学部の英語授業科目を増加しました。
学部の授業科目について、英語で行う科目を平成29年度６科目から平成30年度は23科目に増加させました。またシ

ラバス・履修案内等の英語化を継続して実施し、教育システムのバイリンガル化を推進しました。

○ 国際経営協議会の設置準備を進めました。
本学がこれまで構築してきた「GIGAKU教育ネットワーク」と「GIGAKU

テクノパークネットワーク」全体の活動と経営を協議し、評価する国際経営
協議会の設置準備を進めました。外部評価委員会で招聘した国際ビジネ
ス経験の豊富な経営者、海外連携大学等の代表者を中心に人選を進め、
平成30年度に同協議会を設置する予定です。

○ 海外実務訓練等を拡充しました。
海外実務訓練の拡充に取組み、平成28年度は14カ国34機関に59名を派遣しましたが、平成29年度は14カ国37機

関に66名の学部生を４カ月～６カ月の期間派遣しました。その他にも、異分野融合型リサーチインターンシップ、グロー
バルリーダー養成のための短期海外派遣プログラム等の学生派遣制度を拡充しました。
また、学術交流協定締結大学からの特別聴講学生の日本企業等でのインターンシップについて、平成28年度の８名

から平成29年度は21名に増加させ、双方向実務訓練制度を拡充しました。

〈 外部評価委員会 〉

５．取組内容の進捗状況（平成２９年度） 【長岡技術科学大学】



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ バスク（スペイン）に新たな拠点を設けました。
バスク州立大学構内に設置されている気候変動バスク・センター（BC3）にモン

ゴル、メキシコ、ベトナム、タイ、マレーシアに次いで６か所目の拠点となるBC3-
NUTオフィスを開設しました。
同拠点は、モンドラゴン大学、バスク州立大学等のバスク州／スペインの

大学及びヨーロッパの窓口として、連携教育プログラムの展開及びインター
ンシップ受入等の支援を行います。

○ 第3回GTPアライアンスミーティングを開催しました。
平成２９年１０月５日（木）にアオーレ長岡で本学が戦略的海外拠点に設置する

GIGAKUテクノパーク（GTP）オフィス等の関係者約40名が一堂に会し、「第３
回GTPアライアンスミーティング」を開催しました。GTPアライアンスミーティング
は、GTP／NUT開設予定地を含む７ヶ国９拠点における「現状と今後の課題」に
ついて議論し、今後の戦略を確認することを目的としています。

■ 自由記述欄

○ 国連アカデミック・インパクトに参加しました。
本学は、国連が掲げる「アカデミック・インパクトの10原則」を支持

し促進させるというコミットメントを表明し、平成29年８月に国連アカ
デミック・インパクトへの参加を申請し、承認されました。
今後も、国連の諸活動に強く賛同し、その活動を支援するために

高等教育機関が果たすべき役割を強く自覚して積極的な取組を行
なっていきます。

〈 アライアンスミーティング〉

〈 ハノイ－新潟情報交換会 〉

○ 「ハノイ－新潟情報交換会」を開催しました。
平成３０年１月22日（月）、23日（火）の２日間、ベトナムのハノイ工科大学で「ハ

ノイ－新潟情報交換会」を本学、国際大学、JETROの主催で、また、同事業は日
越外交関係樹立45周年関連事業として開催しました。
同交換会では、新潟県内企業の海外展開における支援や、国際的に活躍でき

るグローバル人材の育成、県内への外国企業の誘致について３機関がそれぞれ
の強みを生かした取組みを紹介し、総勢180名の参加者との間で海外とのネット
ワーク構築等に関し活発な意見交換が行われました。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ 国際技学共同教育研究事業～21世紀ランプ会～を創設しました。
「グローバル産学官融合キャンパス構築」の実現を目的とした産学連携活動の

推進とグローバル社会を牽引する実践的技術者（学生及び社会人技術者）育成
に係る活動を国際技学共同教育研究事業として捉え、平成28年度に創設した国
際技学共同教育研究事業寄附金の制度を企業から持続的に支援いただくため
に会員制～21世紀ランプ会～に発展させ、自主財政基盤の強化に取り組んでい
ます。
本学と地域企業等の産学共同による実践的技術者育成に引き続き邁進して

いきます。

○ SME国際共同研究件数の最終目標を前倒しで達成しました。
独自目標のSMEとの国際共同研究件数の最終目標（10件）を前倒しで達成し

ました。本国際共同研究を起点とし、外国人材をリクルートし、海外進出を目指す
SMEもあります。

〈ランプ会パンフレット 〉

【長岡技術科学大学】

〈バスクオフィス開所式〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ ダブルディグリー・プログラム及びツイニング・プログラムを拡充しました。

ハノイ工科大学との修士ダブルディグリー・プログラム協定を締結しました。チュラロンコン大学との修士ダブルディグ
リー・プログラムについては学内で承認して協定締結の合意を得ました。これにより、学生受入及び派遣の基盤が整備
され、グローバルに活躍できる学生を多く輩出することが期待されます。
また、モンゴルからツイニング・プログラム第1期生を11名受入れました。

ガバナンス改革関連

○ 本学初の国際経営協議会を開催しました。
国際ビジネス経験の豊富な経営者（（株）デュポン元社長、Western Digitalタイ法人副社長）、海外連携大学の代表

（IITM、HUST等）による学外委員12名、学内委員7名により構成される国際経営協議会を設置し、10月に 「国際経営
協議会（GIGAKU Advisory Board）」を開催しました 。

本学は、学外委員の皆様の貴重なご意見を踏まえ大学運営の国際化を加速するとともに、事業運営に反映させるこ
とで、本事業構想に掲げる「次世代の戦略的地域との強固なネットワークを持ち、世界を牽引する実践的グローバル技
術者教育を先導し続ける大学」の実現に向け一層邁進して参ります。

○ 短期留学生受入プログラムが成果を上げました。
特別聴講学生、特別研究学生等の非正規学生、TP短期集中プログラム、

NASSYE、さくらサイエンス等の短期留学生受入プログラムを実施し、短期
留学生数（通年）は193人（H31.2.1現在）となり、昨年度の178人（H30.2.1
現在）より8％増加しました。さらにNASSYE参加後改めて特別聴講学生と

して来学したり、入学試験を受けて正規学生として合格したりする学生が現
れるなど、短期留学生受入プログラムが留学生の獲得へ結びつくという成
果を上げることができました。

教育改革関連

○ The 3rd Panel on GIGAKU Educationを開催しました。
「The 3rd Panel on GIGAKU Education」とは、本事業で実施することと

している国際技学教育認証委員会に相当するもので、グローバルアライアン
スを構築し、将来の実践的技術者のための工学教育プログラムを、アライア
ンスコアメンバーを中心に議論を行うために開催しました。

東学長、アライアンスコアメンバーの挨拶のあと、本学が考える工学教育プ
ログラム：技学（GIGAKU）教育プログラムを提示し、10ヶ国18機関の参加者

からご意見を頂きました。活発な議論が展開され、アライアンスメンバーが考
えるグローバルな工学教育の通用性を確認することができました。

〈NASSYE修了式〉

○ 国際通用性を見据えた人事評価制度について検討しました。

ワーキンググループで人事評価制度について検討を行い、国際通用性
に適した教員評価とするため、引用文献データベース（Scopus、Web of 
Science等）を活用した教員評価制度になるよう「教員評価に関する基本

方針」、「教員評価項目」を見直すこととしました。併せて、関係制度につい
て英文化することとしました。

○ 博士論文共同指導の準備を進めました。

博士論文共同指導をインド工科大学マドラス校やマレーシア科学大学と実施するための基盤整備を進めました。こ
れにより、ダブルディグリー・プログラムより短い期間かつ少ない経済負担で両大学教員の指導による学位取得が可
能となり、質を保証する学位留学プログラムの多様性を確保することができます。

〈国際経営協議会〉

６．取組内容の進捗状況（平成３０年度） 【長岡技術科学大学】

〈The 3rd Panel on GIGAKU Education〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ インドとチリに新たな海外拠点を設置しました。
インド工科大学マドラス校内に、新たな海外拠点となるIITM-NUTデスクを設置し

ました。インドは世界で3番目に多く（※）日本の製造業が進出している国・地域で

す。また、別途チリにも拠点を設置し、ベトナム・ホーチミンにも設置する方向で調
整中です。（※2017年10月1日現在（出典：外務省 海外在留邦人数調査統計））
全8カ国の海外拠点で、連携教育プログラムの展開支援、インターンシップ受入、

産学連携の促進、現地日系企業との連携を推進しています。

○ 産学官連携ネットワークを教育制度に活用しています。
GTPネットワークを活用して、グローバル人材を育成できるような教育制度（ベトナム日本国際技学院（VJIIST））の実働を進

めました。具体的には、共同研究等を行っている企業から資金を受け入れて講義を実施するような形を検討しています。
また、本学のGTP事業を活用した「Global Academia-Industry Consortium for Collaborative Education (GAICCE：共同教

育のためのグローバル産学コンソーシアム) プログラム」構想を、JICAによるアセアン工学系高等教育ネットワーク
（AUN/SEED-Net）における共同教育プログラムにタイ・チュラロンコン大学と協働し、申請したところ採択されました。各GTPに
おける共同プロジェクトの成果により連携展開モデルを生み出し、プロジェクトの実質的高度化とグローバル化の推進を図るこ
とができています。

■ 自由記述欄

○ 国連アカデミック・インパクトのSDGsゴール9ハブ大学に任命されました。
本学は、国連が定める「持続可能な開発目標（SDGs）」に関連する革新的な取り組

みの模範となる大学として、国連アカデミック・インパクト（UNAI）におけるSDGsのゴー
ル9（産業と技術革新の基盤を作ろう）の世界ハブ大学に任命されました。ハブ大学は
SDGsの17のゴールそれぞれに世界で1校のみが選ばれるもので、本学は日本を含
む東アジアから唯一の選出となります。

全世界の大学を代表するハブ大学に選出された名誉と責任に基づき、産業と技術
革新の基盤形成をはじめ、持続可能な世界を実現するための取組を牽引してまいりま
す。

〈IITM-NUTデスク〉

〈SDG9ハブ大学認定証〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ 持続的な自己財源確保の方策を強化しています。
海外進出を希望する企業等とコンタクトを取る際に勧誘することで、国際技学共同教育研究事業による会員制寄附金（21世

紀ランプ会）や国際共同研究の充実を図っています。具体的には平成30年度新規に、会員制寄附金は24件・3,963千円、国際
共同研究は8件・18,843千円獲得しました。本事業ひいては大学運営に必要となる財政基盤を構築し、持続的な事業運営の一
助となっています。

〈東京での報告会の様子〉

○ GTPネットワークを活用した地域企業等の海外進出等支援を行っています。

本学が日本企業の海外ビジネス展開を視野に入れた戦略的成長地域に設置した
海外拠点「GIGAKUテクノパーク」（GTP）ネットワークを活用し、平成30年度中に新
たに27件の地域企業等の海外進出を支援しました。また、長岡市内にとどまらず国
内外で4回国際産学連携活動の報告ならびに情報交換会を開催しました。

地域企業の海外進出・海外展開を支援することで、日本人学生や外国人留学生
のグローバル体験を可能とするフィールドの充実につながっています。

【長岡技術科学大学】

○ 「技学SDGインスティテュート」がユネスコチェアプログラムに認定されました。
本学が申請した「技学SDGインスティテュート（GIGAKU SDG Institute）」が

「UNESCO Chair on Engineering Education for Sustainable Development」として
ユネスコチェアプログラムに認定されました。国内では9番目の認定となり、工学系大
学の認定は国内初となります。

さらに本学は、これらの教育上の基本的な考えを共有する世界のパートナー大学
等、6か国9高等教育機関と共同して、ユニツインプログラムに申請中です。



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ 大学院における国際連携教育プログラムを拡充しました。
インド工科大学マドラス校と博士課程共同指導に関する協定を締結し、双方の大学教員の指導による学位取得が可

能となりました。このことにより質を保証した学位プログラムの多様性が確保され、ダブルディグリー・プログラムをはじ
めとした大学院における国際連携教育プログラムを拡充することができました。

ガバナンス改革関連

○ 研修による教職員の国際的な教育研究力や業務能力の向上を図りました。

学内国際化の実現に不可欠な教職員の国際的能力向上のために、各種研修プログラムを継続して実施しました。令
和元年度においては、サバティカル研修により教員１名を約１年間アメリカに派遣し、優れた研究者のもとで先端技術
の探求や教育指導方法等を学びました。職員に対しては、学内での語学研修に加え、海外SD研修により合計４名をマ
レーシア及びベトナムの大学等に派遣し、語学力及び国際業務対応能力の向上を図りました。

○ SGU事業外部評価委員会及び国際経営協議会を開催しました。
1月31日（金）に「スーパーグローバル大学創成支援事業外部評価委員

会」及び「国際経営協議会」を開催しました。両会議には、国際ビジネス経
験が豊富な経営者、海外連携大学の学長ら国際連携、産学官連携等に
関する高い識見を有する国内外の産学官の代表者6ヶ国10名が学外委員

として出席し議論を行いました。また、会議言語や資料はすべて英語で行
われました。

外部評価委員会は、本事業で掲げる「グローバル社会を牽引する実践
的技術者育成プログラム～グローバル産学官融合キャンパス構築～」の
実現に当たり、事業全体の戦略や基本プラン等に係る統括的な協議、評
価等を行うことを目的に開催しました。また、国際経営協議会は、本事業
の持続・発展に向けた方策について、財務面や経営面を中心に統括的な
協議、評価等を行うことを目的に開催しました。

両会議とも、出席者から本事業の推進に関する提案や質問等が多数あ
り、大変有意義な意見交換がなされました。

教育改革関連

○ 学生の英語力強化を図りました。
海外実務訓練希望者向けのPractical English（4年1学期）を開講し、海外

実務訓練に向けて英語コミュニケーション能力の強化を図りました。また、放
課後に学生が主体となって英語多読多聴などを行う課外活動「多読多聴マ
ラソン」や留学生が講師役となり動画を見ながら日常生活で使える表現を学
ぶ「昼休み英語（TELL）」を実施しました。多読多聴マラソンには、延べ527
名が参加し、4名が多読で30万語に到達するなど、英語コミュニケーション・

プレゼンテーション力の必要性認識と学習意欲を向上させることができまし
た。

〈 NASSYE 修了式 〉

○ 短期留学生の受け入れを積極的に実施しています。

ツイニング・プログラム夏期集中プログラムによって短期留学生を以
下のとおり受け入れて、本学における研究室活動や日本語授業、企
業見学等を体験してもらいました。
（１） 6月24日（月） ～ 7月5日（金） （メキシコ）
モンテレイ大学5名、ヌエボレオン大学7名

（２） 7月16日（火） ～ 7月26日（金） （ベトナム・中国）
ハノイ工科大学10名 ホーチミン市工科大学5名 鄭州大学10名

また、8月19日（月）から8月30日（金）の12日間にわたり短期留学
生受入プログラム「Nagaoka Summer School for Young Engineers
(NASSYE)」を実施し、海外の大学の第３学年に在籍する学生を12
か国・17大学から23名受け入れて、本学の研究室での研究及び企業

見学などを行うことで、日本の技術イノベーション、本学の学修環境、
生活環境等を体験してもらいました。

〈国際経営協議会 〉

７．取組内容の進捗状況（令和元年度） 【長岡技術科学大学】

〈 NASSYE オリエンテーションの様子 〉

〈「多読多聴マラソン」及び「TELL」の案内ポスター〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ ベトナムとルーマニアに新たな海外拠点を設置しました。
７月にベトナムのホーチミンにHCMUT-NUTオフィスを開設しました。本オフィ

スは、ベトナム国内において、ハノイ工科大学内に設置したGIGAKUテクノ
パーク（GTP）ハノイオフィスに次ぐ2番目のオフィスとなります。
また、10月にルーマニアのブカレストに所在するルーマニア・アメリカン大学

（RAU）内及びクルージュ・ナポカに所在するバベシュ・ボヤイ大学（BBU）内に、
Romania-NUT・RAUオフィス及びRomania-NUT・ BBUオフィスをそれぞれ開
設しました。
これで本学が開設するGTPオフィスは9ヶ国13ヶ所目となり、これらの海外拠

点を活用して、今後も国際研究教育連携及び国際産学連携のグローバルな活
動を展開していきます。

○ 本学留学生が長岡市内の企業でインターンシップを実施しました。
本学がハノイ工科大学（HUST）内に設置したGIGAKUテクノパーク（GTP）ハ

ノイオフィスを介して日本での機械設計に興味を持つHUSTの学生を募集し、

本学教員と長岡市内の受入先企業による面談を経て選ばれた学生が同企業
でインターンシップを実施しました。
本インターンシップは、長岡市が本学のGTPネットワークを活用した市内企

業の国際化支援の一環として、市内中小企業を対象に受入の募集を行い実現
したもので、受入先企業にとって外国人材の受け入れは今回が初めてとなりま
す。留学生２名は本学教員や留学生メンターの支援を受けながら施工工具の
開発に精力的に取り組み、同社からも意欲を高く評価されました。

■ 自由記述欄

○ 共同教育のためのグローバル産学コンソーシアム（GAICCE）プログラムの
第１回アライアンスミーティングを開催しました。
本学がチュラロンコン大学等と共同して申請した「Global Academia-Industry 

Consortium for Collaborative Education（GAICCE：共同教育のためのグロー

バル産学コンソーシアム）プログラム」構想が採択されたことを受け、アオーレ長
岡において第１回アライアンスミーティングを開催しました。
本プログラムを通してASEAN地域の留学生を支援し、GTP事業およびダブル・

ディグリー・プログラム（DDP）など本学の教育プログラムを活用することで、多国
間において持続可能な共同環境を創出します。

〈 HCMUT-NUTオフィス開所式 〉

〈 GAICCEプログラムメンバー 〉

○ 国際会議「4th STI-Gigaku 2019」を開催しました。
STI-Gigakuは、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、本学や高専、企業、自治体等が連携して実施した教育研

究成果を発信・共有し、グローバルな社会課題を解決する方法について議論することを目的として、本学学生が中心となっ
て企画・運営する国際会議です。今回が４回目の開催となりましたが、国内外の有識者４名の基調講演やポスターセッショ
ンなどを通じて参加者間の盛んな議論が交わされ、大盛況のまま終えることができました。

■ 大学独自の成果指標と達成目標

〇 国際技学共同教育研究事業～21世紀ランプ会～をリニューアルしました。
本学が平成３０年度に国連から国連アカデミック・インパクトにおけるSDG9（産業と技

術革新の基盤をつくろう）の世界ハブ大学に任命されたことを機に、会員制寄附金制度
「21世紀ランプ会」を「21世紀ランプ会SDGs」へリニューアルし、企業等のグローバル展
開支援や人材獲得支援に加え、SDGs達成への貢献とビジネスをつなぐ役割を担うことと

しました。また、リニューアルに併せて、入会後１年間利用可能な会員向け特典メニュー
を充実させたことで、企業等からの寄附件数の増加を図り、本事業自走化に向けての自
己財源獲得を進めています。

○ GIGAKUテクノパークを活用した中小企業等の海外展開支援を継続して行っています。
本学が戦略的成長地域に設置した海外拠点「GIGAKUテクノパーク（GTP）」ネットワーク

を活用し、新たに12件の地域中小企業等の海外進出を支援し、国内外で国際産学連携活

動の報告会及び情報交換会を６回開催しました。また、隣県の長野県や富山県等から本
学との連携を求められるなど、GTPネットワークを通じた活動が他県から見て魅力あるも
のとなっています。

〈 ２１世紀ランプ会SDGsパンフレット 〉

【長岡技術科学大学】

〈インターンシップ中の留学生〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

○ ツイニング・プログラム及びダブルディグリー・プログラムを拡充しました。

ツイニング・プログラムにおいて、令和元年度より５名多い４８名の入学があり、新型コロナウイルスの影響で渡日でき
ない新入生に対しては、オンラインによる授業や定期的なミーティングを実施しました。ホーチミン市工科大学とのツイ
ニング・プログラムでは、従前のプログラムをブラッシュアップした新たなコースを立ち上げて学生の受け入れを開始し
ました。

また、ダブルディグリー・プログラムにおいては、９月にチュラロンコン大学から博士課程に学生を受け入れ、遠隔指導
により研究活動を開始しました。令和３年４月にはダブルディグリー・プログラムにより６名の学生が本学へ転入学する
予定となっています。

ガバナンス改革関連

○ 教員採用に係る公募方法の見直しと新しい年俸制における教員業績の報酬への反映を行いました。

執行部主導による戦略的な教員の確保を目的に公募方法を見直し、女性限定公募や海外機関とのクロスアポイント
メント制度を活用した教員採用制度を推進するなど、多様な人材の確保に努めた結果、教員構成の多様化が進むとと
もに、年俸制適用者数の割合が増加しました。

また、新年俸制における教員評価方法として外部資金獲得手当が新設され、新年俸制適用教員による外部資金の
獲得状況を役員が評価し、１２月賞与時の手当額に反映しました。

○ 長岡市立中之島中央小学校児童と海外児童のオンライン国際交流イベントに本学職員が海外SD研修として参加
しました。
３月９日に中之島中央小学校の児童と海外の児童を結ぶイベント「Let’s talk in English with other children!」を開催

しました。本イベントは、英語学習や国際理解学習に力を入れている同校からの依頼を受けて実施されたもので、本学
が海外小学校との調整、Zoom接続テスト、当日のグループ活動の進行役を含めた様々な支援を行いました。

中之島中央小学校の５年生及び６年生の約１１０名、海外からは、インド・スリランカ・バングラデシュ・メキシコの子ど
もたち約１００名が参加し、海外の視聴者や本学
関係者と併せて約５００名を超える盛大なイベント
となりました。
このイベントには本学職員も海外SD研修の一環

として参加し、児童が１８のグループ（ブレイク
アウトルーム）に分かれて行ったグループワーク
においては、各グループの活動がスムーズに進む
よう、児童とファシリテーターを務めた本学留学生
のサポートを行いました。

教育改革関連

○ The 5th Panel on GIGAKU Educationを開催しました。
１月２６日に「The 5th Panel on GIGAKU Education」をオンラインにて

開催しました。本学を含めた１０機関の技学SDGネットワークメンバーに加え、
ユネスコからも工学プログラムと自然科学プログラムのスペシャリスト２名が
アドバイザーとして参加しました 。
本会議は、UNITWINへの申請における新たな工学教育へのアプローチ方法

などについて議論することを目的として開催され、東学長及び各メンバーの挨拶
の後、事業関連予算の検討、目標達成に対する成果の確認など５つのアジェ
ンダに沿って各メンバーがコメント及びパネルディスカッションを行ったほか、
ユネスコ担当者よりアドバイスをいただき、UNITWINの認定やネットワーク
発展に向けた活発な議論が展開されました。

○ 英語eラーニングシステムを活用した授業を実施しました。
学部・大学院授業の英語化推進を目的として、英語eラーニングシステムを活用した授業を実施しました。学部生につ

いては必修科目の授業の補助教材として、大学院生については必修のゼミ科目における自宅学習の補助教材として
eラーニングシステムを利用しており、学生の英語能力向上及び英語学習習慣を定着させる環境づくりを進めることが
できました。

〈 「Let’s talk in English with other children!」参加者 〉

８．取組内容の進捗状況（令和２年度） 【長岡技術科学大学】

〈 東学長の挨拶 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ 地域企業支援のための無料オンライン講習会「テレワークの基礎と応用」を
開催しました。
６月２６日及び２９日の２日間にわたり、企業を対象とした無料オンライン講習会

「テレワークの基礎と応用」を開催しました。
本講習会はオンライン会議システム「Zoom」を利用して開催され、講習会のテーマ

は「テレワークの基礎と応用」とし、コロナ禍の外出自粛や働き方改革で注目を浴び
たテレワークを導入し活用するための知識について基礎から講義を行いました。
また、参加費無料で開催された本講習会は、雇用調整助成金の加算受給対象と
なる教育訓練として活用可能なカリキュラムを設定し、助成金を活用して従業員の
雇用維持を図り事業を継続する企業を支援する講習会となりました。

○ 初となる学生SDGsプロモーターの任命を行いました。
９月２日に学生SDGsプロモーターの任命式を行いました。学生SDGsプロモー

ターは、SDGs推進のための広報活動やイベント、学内でのSDGs推進の機運を
さらに醸成させるための取組を本学の教職員とともに学生の自由な発想で考えて
もらうため、令和２年度に初めて任命したものです。
第１期生となる学生SDGsプロモーターには、学部学生から社会人学生まで幅広い

年代の留学生１１名、日本人学生５名の多様な学生計１６名が任命され、学生プロ

モーターの企画・司会により、英語での心肺蘇生法講習会、性的マイノリティや難民
に関するオンラインセミナーなど活発な活動を行いました。

■ 自由記述欄

○ 国際会議「5th STI-Gigaku 2020」を開催しました。
１０月３０日及び３１日に、国際会議「The 5th International Conference on 

“Science of Technology Innovation”（5th STI-Gigaku 2020）」を開催しました。
STI-Gigakuは、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、本学や高専、企業、
自治体等が連携して実施した教育研究成果を発信・共有し、グローバルな社会課題
を解決する方法について議論するため、本学学生が中心となって企画・運営する
国際会議です。
５回目の開催となる今年度は、新型コロナウイルス感染症対策のため、初めてオン

ライン参加と現地参加を組み合わせたハイブリッド形式による開催となりました。
オンラインでの参加を活かし、国連が２０１８年に任命した国連アカデミック・インパクト
SDGs世界ハブ大学の中から本学を含む５大学が集結し、SDGs達成に向けた基調
講演を行いました。
リサーチプレゼンテーションでは、SDGsの解決につながる活動や高専－長岡技科大

共同研究の成果を、ターゲットとするSDGsの番号を示して発表を行いました。発表者
はオンライン発表・現地でのポスター口頭発表に分かれて英語で発表し、その後、
参加者間で盛んな議論が交わされました。

〈 湯川副学長の講義 〉

〈 集合写真 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

○ オンライン国際産学連携活動報告・情報交換会を開催しました。
１０月１５日に国際産学連携活動報告・情報交換会をオンラインで開催しました。

本情報交換会は、日系企業の海外戦略的拠点地域に構築したGIGAKUテクノ
パーク（GTP）ネットワークを活用した本学の国際産学連携活動を紹介し、企業の
グローバル展開を支援することを目的に開催しているもので、オンラインによる
開催は今回が初めてとなります。
参加者は５０名を超え、各国別に実施したオンライン座談会では活発な質疑が

行われ、ウィズコロナ・アフターコロナにおいてもグローバル事業展開、グローバル
高度技術者人材の獲得への関心が高いことを窺い知ることができました。

○ ２１世紀ランプ会SDGsにおいて期間限定の無料会員を募集しました。

新型コロナウイルスが国内外に多大な影響を与えている状況を受け、本学が僅かながらでも企業等の力になれるよ
う、会員制寄附金制度「２１世紀ランプ会SDGs」の無料会員を令和２年度限定で募集しました。その結果、７社の企業
からお申し込みがあり、国際産学連携に係る情報提供等をさせていただきました。

〈 GTPハノイオフィスコーディネーターの活動事例紹介 〉

【長岡技術科学大学】

〈 任命式での記念撮影 〉



国際化関連

■ 共通の成果指標と達成目標

〇 短期留学生受入プログラムを充実させました。

新型コロナウイルスの影響で令和２年度実施を中止としたメキシコとのツイニング・プログラムの夏期集中プログラムを、
令和３年度はオンラインで実施しました。現地で前半教育を受けている学生は本学の授業や特別講義及び研究室の

ゼミにオンラインで参加することができ、終了後のアンケートでは、大変役立つ研修であり学習意欲が増した等の回答が
ありました。また、大学の施設紹介や留学生インタビューの動画を英語で作成してホームページに掲載することにより、
本学の留学生受入プログラムを希望する学生に対しての広報活動を充実させることができました。

ガバナンス改革関連

〇The 6th Panel on GIGAKU Educationを開催しました。
2月4日に「The 6th Panel on GIGAKU Education」をオンラインにて

開催しました。本学を含めた10機関の技学SDGネットワークメンバー及び
企業、ユネスコの工学プログラムスペシャリスト１名がアドバイザーとして
参加しました。
本会議は、ユニツイン申請における新たな工学教育へのアプローチ

方法などについて議論することを目的に開催され、当日は鎌土学長及び
各メンバーの挨拶の後、ユニツイン申請書の確認やネットワークの新規
プログラムを提案し、ユネスコ担当者とともに各メンバーがパネル
ディスカッションを行い、ネットワーク発展に向けた活発な議論が展開されました。

〇 教員FD研修及び職員語学研修の実施
海外FD研修における海外派遣はコロナ禍により実施できませんでしたが、海外機関等との連携で多くの実績を有する

教員が講師となり、令和３年１２月に開催した「国際交流他FD講演会」には本学教員64人が参加し、海外機関との連携
のきっかけづくりや実務的なノウハウの修得（取得）等、今後の国際化に向け実践的な研修を行うことができました。
また、職員語学研修は、ネイティブスピーカーによる対面での授業を少人数（5人）で７か月間行った結果、研修終了後

に実施したTOEICではスコアが550点以上の事務局職員の割合は29.0％（前年度24.1％）となり、全職員の約3割につ
いて中級程度の英語能力を備えた職員を養成することができました。

教育改革関連

〇 オンラインでの海外実務訓練及び海外リサーチインターンシップが実現しました。
コロナ禍の状況を踏まえ現地コーディネーターが受入先企業の開拓や情報収集を行い、GTPオフィスとの連携により

海外企業等とのオンラインによる打合せを実施したことで、学修時間の確保等の必要条件を満たしたうえで、完全オン
ラインによる海外実務訓練及び海外リサーチインターンシップが実現しました。

９．取組内容の進捗状況（令和３年度） 【長岡技術科学大学】

〈 集合写真 〉

■ 大学独自の成果指標と達成目標

〇 Transactions on GIGAKU GTP特集号を公開しました。
GTPコーディネーター及びプロジェクト関係者が寄稿したGTPオフィスにおける活動実

績等の論文をまとめた「Transactions on GIGAKU GTP特集号」をJ-STAGEで公開する

とともに冊子版を刊行しました。これにより、グローバル展開支援を希望する企業等に向
けてGTPオフィスの紹介や連携を効率的に実施でき、かつ連携大学に対して
本学のグローバル産学連携展開実績を紹介する際のPR資料として活用することができ
ました。

Transactions on GIGAKU GTP特集号URL
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/gigaku/9/1/_contents/-char/ja?cdstat=&nologrec=

〈 Transactions on GIGAKU GTP特集号 〉



■ 大学の特性を踏まえた特徴ある取組

○ 国連アカデミック・インパクトSDG9ハブ大学に「2期連続」で任命されました。
本学は、2015年の国連総会でSDGsが採択された当初よりSDGs達成に向けた活動に積極的に取り組み、SDGs教育

教材の開発やSDGsの達成に繋がる教育研究成果を発表する国際会議（STI-Gigaku）の開催などを行ってきました。こ

れらの取組に加え、開学以来の産業界との共同研究や国際連携による海外人材への実践的工学教育機会の提供等が
評価され、2018年に国連から世界唯一のSDG9（産業と技術革新の基盤をつくろう）ハブ大学に任命されました。
これまで地域や教育機関との連携により2019年から毎年SDGs講演会を開催し、

市民の皆様に対してSDGsについて考える機会を提供するとともに、2020年からは
長岡市内におけるSDGsへの認知度や取り組み動向を把握する目的で、アオーレ長岡
及びwebフォーム等によるSDGsアンケート調査を実施しています。
2021年には長岡市からの委託事業として、長岡市内在住及び市内小学校に通う児童と
保護者を対象に「家族で学ぼう・地球温暖化対策」講座を計5回にわたって開催しました。
また、学内でのSDGs推進の機運を高めるためのイベントや広報活動も定期的に実施
しています。
このようなハブ大学としての活動が国連から再び評価され、2021年には第2期（2024年

5月末まで）のSDG9ハブ大学として国連から連続で任命されました。今後もSDG9
ハブ大学として、ゴール9（産業と技術革新の基盤をつくろう）を中心とした全てのゴール
達成に指向する教育研究を促進するとともに、SDGs教育教材や講演等を通じてSDGs
達成に向けた社会貢献活動を継続的に推進してまいります。

■ 自由記述欄

○ 国際会議「IGCN 2021及び6th STI-Gigaku 2021」を開催しました。
10月22日に「第8回国際技学カンファレンスin長岡（IGCN 2021）」及び国際

会議「The 6th International Conference on “Science of Technology 
Innovation” 2021（6th STI-Gigaku 2021）」をオンラインで開催しました。
IGCNは、本学の教育研究理念である“技学（GIGAKU）”を世界的に発信し、
工学教育のグッドプラクティスを共有することを目的とするもので、3年ぶりの
開催となりました。
また、STI-Gigakuは、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向け、本学や

国内外の大学、高専、企業・研究機関等が連携して実施した教育研究成果を
発信・共有し、グローバルな社会課題を解決する方法について議論することを
目的とするもので、本学学生が中心となって企画・運営する国際会議です。
今回は、プレナリーセッションをIGCN2021とのジョイントセッションとして開催し、
国内外の大学、高専、企業・研究機関等から326名（14か国）が参加しました。
今回のIGCN2021及び6th STI-Gigaku2021の開催を通じて、SDGs達成に向
けた機運を高めることができました。

〈第二期SDG9ハブ大学認定証〉

【長岡技術科学大学】

〈パネルディスカッションの様子〉

○ 第3回SDGs講演会を開催しました。
2月21日に「第3回SDGs講演会」をハイブリット形式で開催しました。

今回は企業から講師２名を招いて講演いただき、長岡市関係者及び本学教
員とともに長岡市で持続可能な循環型社会を実現するための課題や現状に
関してパネルディスカッションを行いました。
当日は、現地及びオンラインを合わせて約120名が参加し、終了後のアン

ケートでは、好意的な反響のほか今後講演会を開催する上での貴重な意見
もいただき、盛況のうちに終了しました。

〈閉会式メイン会場の集合写真〉

〇 国際共同研究契約の新規締結が実現しました。

長期化するコロナ禍においても打合せや各種イベントへの連絡など企業との連携を続けた結果、企業のグローバル
展開ニーズの変化に柔軟に対応するため、令和３年度は企業の要望に合わせた支援の実施及び産学官連携の国際
化やグローバル人材受入の促進により新たに５件の国際共同研究契約を締結しました。
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